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代表取締役 渡邉 明 
2004年5月「PASTA HOUSE AWkitchen」を中目黒にOPEN。 

 渡邉明がつくる手打ちのパスタはもちろん、創業時からのメニュー
「農園バーニャカウダ」が評判を呼び、 バーニャカウダブームの火
付け役として渡邉が注目される。 

 

店舗数     今期２３店舗 

従業員 社員１２８名  
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「食を通じ人々に活力を与える様な 

 事業を展開していく事を目的とする」 

  企業理念 
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“渡邉明の台所”という名の洋食業態。 
パスタを中心としたお野菜たっぷりの料理が自慢のお店。 
名物は「農園バーニャカウダ」と「トロフィエアラビアータ」 
 
現在、東京と大阪に９店舗。 
２月に鎌倉店がオープン。 

 
生産者さんの想いをのせた野菜料理の和食業態。 
名物は「農園バーニャカウダ」と「お野菜しゃぶしゃぶ」 
 
現在、東京と大阪に１０店舗。 
４月に名古屋がオープン予定。 

｢美と健康は食事から」をテーマに自慢のお野菜をふんだん
に使い、素材の力を最大限に活かした、カフェ業態。 
 
現在、表参道・六本木・新宿・に３店舗。 
３月に４店舗目が駒沢公園にオープン。 
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【スゴイ生産者との出会い】 

 ① 野菜ソムリエ協会 

      農家さんから農家さんの紹介 

 ②「スゴベジ」イベント 

     食材の発見 

 ③ 季節・定番メニュー 

               継続 

 

 



【野菜ソムリエ協会】 

野菜ソムリエ協会 ５周年記念パーティー 
  ➡全国の生産者との野菜と 
      AWkitchenの料理のコラボ 

このパーティーで野菜ソムリエ協会から紹介
された香川の苺農家さんと、EatWalkのパ
ティシエが出会う…… 
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【農家さんから農家さんへ】 

香川 いちご農家 
  多田さん 

香川 アスパラ農家 
  眞鍋さん 

徳島 鳴門金時 
  木元さん 

愛媛 玉葱・柑橘 
  長野さん 



【スゴベジ】 

 ３ケ月に一度、東京・大阪で開催する 

       スペシャルイベント！ 

 

 毎回、テーマになった地域に視察に 

       行き、スゴイ食材を自分たちで発掘。 

 

 良かった食材は、その後も取引を続けていく。 
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【実際のメニュー】 「スゴベジ／(北海道）当別町」 

「当別町の大地のミルク」 
使用当別町食材：「雪の妖精」 
 

「雪の妖精のタルタル」 
使用当別町食材：雪の妖精、エンジョイ 
 

「レッドムーンのハッセルバックポテト」 
使用当別町食材：レッドムーン、金時草 
 

「二色のアイコのアラビアータ」 
使用当別町食材：赤アイコ、黄アイコ 
 

「浅野農場スマイルポークの三元豚の  
スペアリブ  ブルーベリーソース」 
使用当別町食材：三元豚、ブルーベリー、紫・黄 
 

「ルバーブのスフレタルト」 
使用当別町食材：ルバーブ 
 

「当別町のプティフール」 
使用当別町食材：ほおずき、とうや 
 

「ファームひなたんぼのコーヒー    
シティロースト」  
使用当別町食材：オリジナルブレンド 
 
 



2012.10.13 「本当の「長野」を教えてあげる!!」 

 
 

 

 

 

2015.9.12.13 「（北海道）当別町！」 
 

 

 

 

2016.2.27.28 「好きじゃき！高知」 
 

 

 

 
2016.4.9.10 「てげうめー！宮崎綾町～aya100～」 

 

 

2017.11.02.03    「霧島 ＢＬＡＣＫ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野パープル、ぼたんこしょう、ブルーベリー、ゴールドラッシュ、 
マコモ茸、鮎、阿智黒毛和牛 

生姜、天日塩、葉にんにく、トマト、土佐文旦、みょうが、米茄子 

新玉葱、日向夏、クレソン、きんかん、各種有機野菜 

とうもろこし、アイコトマト、じゃがいも、亜麻仁油 

2016.4.9.10 「霧島 ＢＬＡＣＫ」 

有機抹茶 黒酢 黄金千貫 人参芋 黒ニンニク  
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【 ③持続メニュー】 



【③可変メニュー】 

・祭りメニュー。 
・季節メニュー。 
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【課 題】 

会社設立から１０年以上。 
約４０件の農家さんとの取引を続けていたが… 
 

 各産地とのコミュニケーションが取れず、情報が間に合
わない。 
 

 情報不足により、旬の時期に使えない。 
                  などの問題が・・    



【全国の頼れる存在】 

東北 ⇒A社 

    ⇒B社 

四国     ⇒C社 
 

 ⇒D社 

 外部の会社との連携。 
 
 更に取引する農家さんが加わり 

 ７５件にまで増加。 

東北 

九州 

四国 

関西 
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【新たな課題】 

 膨大な流通コストと時間 
 
 店舗での農家さんの把握が困難 

 
 個別の対応で農家さんに負担 
 



【解決策】 

 流通コストを抑える仕組み    
 誰でも農家さんの野菜が使える 
 
 
 

   パートナーになる八百屋   
 
 更に、こだわりや特徴をもう一度伝えていく 
 
 
 生産者を伝えるスタッフ教育用の動画 
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農家さん 農家さん 農家さん 

  ―――  各店舗に個別宅配便  ――― 



太田市場・仲卸会社 

市場便を使用 
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 理想の状況 

市場野菜使用率１２％ 
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